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科研費研究課題「職場のソーシャル・キャピタル、信頼の形成とその効果に関する総合的研究」で示
された以下の研究を行った。
雇用の安定性に対する信頼、つまり雇用を守ろうと努力する経営者に対する従業員の信頼が、彼らの
モティベーションを上げることによって企業の生産性に与える影響を企業レベルのパネルデータを用
いて分析した。具体的には、労働組合や従業員組織のような労使間のコミュニケーション促す制度が
ある企業とない企業の別に雇用調整関数と生産関数を計測した。これらの制度がある企業の方が、従
業員の経営者に対する信頼が形成されているとすれば、雇用の調整速度が遅く、また生産性が高く
なっていると予想できる。また、取締役の中での従業員出身者（内部出身者）が多いほど従業員の経
営者に対する信頼が高くなっていれば、同様に内部役員比率の高い企業の雇用の調整速度が遅く、生
産性が高くなっていると考えられる。これらの点を検討するため、経済産業省企業活動基本調査を
使って計量分析を行った。
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